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（（２２））調調査査研研究究委委員員会会のの協協議議かからら   

（ア）高校生が感じていること（高校生委員のコメントから） 

 調査研究委員会では、まず、高校生の委員から、各学校における人権学習の様子を話し合

い、情報交換を行いました。 

 そこでは、実際に学習を受ける側である高校生の「人権学習に対する感じ方」や率直な意

見が、実例を交えながら示されました。そのいくつかを以下に紹介します。 

 生徒による人権委員会が組織されており、この委員会を中心に人権学習が企画・立

案され、実施されていく。ビデオ視聴による学習、人権学習討論会、クラスごとにテ

ーマを決めての調べ学習、７～８人程度のグループ学習、総括学習、という流れが一

般的である。 

 自分たちが考え、調べ、話し合うことで意識が高まり、やらされ感がなく、よい。

一方で、学習に対して消極的な生徒も少なからず存在し、どうしたら積極的に学習に

参加してくれるようになるのか、委員会でも話し合ったが、名案は出なかった。 
 

 各学期１回、ＬＨＲ（ロングホームルーム）の時間を使って実施。北海道への修学

旅行に向けて、アイヌ問題の学習と、少人数のグループによる話し合いがあった。ア

イヌ問題については、事前に説明を受けたものの、ほとんどの生徒にとってはあまり

知らない問題であったので、グループ学習の時には意見が出にくかった。 
 

１年生なので、まだ人権学習は受けていない。ＬＨＲの時間に行うと聞いている。

中学校のときは比較的学習の機会は多かったが、まじめに学習し発言もする生徒と、

まじめに学習しようとしない生徒の差が大きかった。 

【資料】「人権教育ガイドライン」（三重県教育委員会 ２０１０年３月発行） 

 「人権教育の充実に向けて」より 

  

    

 

 

 

人権問題を自分と重ねてとらえ、具体的な行動につながる学習を 

一人ひとりが、人権侵害の問題性を認識し、解決する力を身に付けるためには、

社会における様々な人権問題について系統的に学習することが大切です。 

そのためには、個別的な人権問題の現状や課題を的確にとらえ、その解決に向

けた基本的な視点や、具体的な取組の内容を明確にすることが必要です。また、

それぞれの人権問題がもつ独自性をふまえるとともに、それらに共通する課題や

解決への糸口を見出し、学習を展開することが大切です。 

人権問題の解決に向けて、自分自身の生活や社会の状況を変えていこうとする

実践行動は、人権問題を自分の課題としてとらえることによって可能になります。

したがって、学習を進めるにあたっては、人権の本質や重要性を認知的にとらえ

るだけでなく、その内容を直感的に感受し、共感的に受けとめ、それを内面化す

ることによって、自らのくらしや生き方と重ね合わせるという視点が重要になり

ます。 
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○ 企画・立案の段階から児童生徒が主体的に参加することによって、学習の意欲が高まる。 

○ 知識・理解は人権学習の基礎としては重要であるが、個別的な人権問題に関する知識・

理解の学習のみに終始することは、差別をなくすための教育としては不十分である。 

○ 修学旅行等、学校行事と関連させて学習を組み立てていくことは重要である。 

○ 学習に消極的な児童生徒を、どのように積極的にしていくのかは、どの学校にも共通する課題で

ある。 

○ 「出会い学習」は、興味・関心を持つきっかけとして有効である。講演を聴くことも「出会い」

の一つの形態と考えられるが、昔話ではなく現在の課題と結びついている内容であるこ

と、児童生徒が身近さを感じられるような講師であると、なおよい。 

○ 話し合い、意見交流の機会は重要である。自分の意見に対し、「返し」があることによっ

て、満足感が高まる。 

続けて、高校生委員から語られた「学習に消極的な児童生徒の存在」について、さらに議

論し、次のようにまとめました。 

 
 

さらに、「自分とつなげて考えられる学習」ということについて考察を深めるため、高校

生委員にとって「人権問題に興味を持つきっかけは何だったか」というテーマで話し合いを

進めました。以下にそのいくつかを紹介します。 

私は、小さい頃から地域で開かれていた人権を考える学習会に参加するなど、学習

をしてきた。ただ、中学生のころの一時期、飽きがあったのか、堅苦しさを感じたの

か、活動に対し消極的になった時期もあった。中学３年になり、高校生との話し合い

の経験や最高学年という責任感もあり、活動に積極的になった。高校１年の時には、

全国規模の高校生の集会に参加し、県外の高校生と出会って、さらに積極的に活動し

たいと感じた。 
 

 小学校の時、中学校区の人権フォーラムに参加し、様々な学校から来た人たちと話

し合った経験がきっかけだった。 
 

 中学校の時、実際に部落差別を受けた方の講演を聴いたことがきっかけだった。そ

れまでも講演は何度か聴いたが、そのときの方は自分たちのお姉さんくらいの年代の

方で、昔話ではなく、今でもあることとして感じられた。 

 

以上のような高校生委員のコメントを踏まえ、高校生の視点をもとに、ポイントを次のよ

うにまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「興味がない」「関心がない」「自分とは関係がない」と考えているが、多くの

場合は、「差別はあってもよい」「差別を解消する必要はない」と考えているの

ではなく、「差別はいけない、なくす必要があるということはもう知っている。

だからもういいではないか」と感じているのではないか。 

○ 「興味を持つ」、「関心を持つ」、「自分とつなげて考えられる」、「どうすれば差

別がなくなるか具体的に考えられる」という学習を組み立てていくことで、積

極的な姿勢へと転換できるのではないか。 
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○ 人権ＬＨＲを実施するにあたって、多くの教職員には「構え」がある。 

○ 差別をなくしたいという授業者の「思い」なしに、児童生徒に伝わることはあり得

ないが、「思い」だけでは授業はうまくいかない。狙いの明確化と計画性が必要であ

る。 

○ 学校の教育活動全体を、人権の視点でつくっていく必要がある。また、継続的に取

り組んでいくことにより、「思い」を出し合ったり、学び合ったりできる。 

（イ）教職員が感じていること（教職員委員のコメントから） 

 教職員の委員からは、これまでの取組を振り返りながら、意見を出し合いました。 

 人権学習では、「何とか生徒に伝えたい」と気持ちが入りすぎたため、うまく授業

を展開することができず、失敗したと感じたことの方が多い。 

熱意だけで授業は成り立たないので、参加型学習の手法等にも学びながら、より計

画性のある授業を展開したい。 
 

 現在の学校に着任したとき、教職員自身が部落問題について語るという人権ＬＨＲ

を毎年実施していた。しかし、年を追う毎に、その取組を始めたときに大切にしてい

たことや目的等が不明確になってきていた。そこで、教職員で議論をし、もう一度こ

の取組で何を大切にし、何を伝えていくのかを確認した。 

 高校では、人権学習は人権ＬＨＲの時間だけとなりがちだが、全教科で人権の内容

を含んだ授業に取り組みたい。 
 

 人権ＬＨＲの時間だけの取組であるから、その時間になると教職員に「構え」が出

る。普段の活動すべてに人権の視点を持って取り組んでいくことが大切ではないか。 

 また、ひとつの人権課題を授業で扱ったとき、他の人権課題や自分たちのくらしに

も重ねて考えられるようにすることが難しい。 
 

以前勤務した学校で、受講者７～８人の少人数でさまざまな人権問題をテーマにし

た講座を担当したことがある。毎週の授業で、様々な教材を使いながら学習を進めて

いくと、生徒たちが自分のことを語り出すようになった。 

このことから、定期的な取組が重要であると考える。 
 

 講演を聴いたり映画を見たりして、作文を書いて終わり、というような人権学習は

ほぼなくなり、各学校で様々な工夫がされている。 

しかし一方で、何を伝え、考えたいのかをはっきりさせないと、ただ楽しかった、

おもしろかったで終わってしまうし、仕掛け方を間違うと、狙った方向に行かず終わ

るということもある。 

 

 これらの教職員委員から出された課題をまとめると、以下のようになります。 

 

 

ここまでの整理を経たうえで、高校生委員からの声にあった「出会い学習の有効性」とも

関連して、「人権学習に取り組む際の課題克服に向けて、何らかの実践をしている学校がど
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【印象に残ったこと ①】 

・「今日のＬＨＲは人権かぁ…」と言われないですむ日常がある。 

・「他人のこと」を考えられる時間が、ＬＨＲだけでなく、常にある。 

・形だけでなく、学校全体として人権学習を進めていくという方針がはっきりし

ている。 

・人と人とがつながる機会が多く設定され、つながる楽しさを日常的に体験でき

る。 

○ 生徒の現状や課題を十分把握したうえで、教育活動全体を通じた人権教育を推進し、

自分を語ること、仲間とつながることを中心に据えた取組を行っていました。 

○ そのために、「優しいチカラ」「松高メソッド」「ピアエデュケーション」等、教職員

全体で意思統一を図った取組を、様々な教育活動の中で組織的に一貫して行っていま

した。 

【印象に残ったこと ②】 

・頑張る人の背中を見て、「やろう！」と思える人が出てきている。 

・苦手な教科でも分かるようになれば面白くなるように、人権学習も自分たちが

何をすればよいか分かるようになれば、面白くなる。 

○ ３年間の学びの中で成長を実感できた卒業生や先輩が、自分の体験を後輩に返し、

学校に協力していくという、豊かなサイクルができていました。 

○ 新入生にとって、自分たちの成長した姿のモデルが、身近に、目の前にいることで、

目標や将来像を描きやすくなっています。 

【印象に残ったこと ③】 

・「聴く」ということを非常に大切にしている。 

・安心して自分のことを語れる雰囲気がつくられている。 

・「話し合い」が自然に行われている環境が整えられている。 

○ 「人の話はしっかり聴く」ということを最初に徹底して指導することにより、安心

して自分を語ることができる雰囲気をつくり出していました。話を聴く力は、人権学

習のみならず、学力向上やコミュニケーション力の向上にもつながり、ひいては「生

きる力」の向上につながっています。 

○ 「書く」ことにもこだわっており、生徒が書いたことは必ず返すことによって、も

っと書こうという意欲を高めるとともに、周りの仲間がどう感じているかを知ること

ができる大切な機会の提供にもなっていました。 

○ 先生からの発信より、生徒からの発信。それが生徒を巻き込むヒントだということ

です。 

○ 人権学習の実行委員会、生徒自治会、「部落問題研究部」、「仲間の会」等、様々な活

動が組織され、人権に関わる様々な機会を提供していました。またその活動が全校生

徒に広く認知されていました。 

 

【印象に残ったこと ④】 

・仲間を巻き込むためのイベントを開催している。 

・活動を発信する壁新聞が、校内の随所に貼られている。 
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聴いている児童生徒にとっても「真剣に考えなければならない問題」となるでしょう。 

また、自分が書いた作文や感想文の内容を「みんなには知らせてほしくない」と思う児童

生徒は、少なからずいることと思います。知らせたくない理由は様々だと考えられますが、

「みんなに知られても、受けとめてもらえないのでは」といった不安感があるからではない

でしょうか。その不安感を払拭していくには、書いた人の思いを「必ず受けとめてくれる」

「必ず返してくれる」という安心感のある集団を創り上げる必要があると考えます。そして、

そのような安心できる集団をつくっていくためには、書くこと、書いたものを共有すること、

といった双方向の取組を、日常の教育活動の中で、不断に続けていく努力が必要であると考

えます。 

【参考】人権教育の指導方法等の在り方について[第３次とりまとめ]から 

人権教育における指導方法の基本原理 

 自分の人権を守り、他者の人権を守ろうとする意識・意欲・態度を促進するためには、

人権に関する知的理解を深めるとともに、人権感覚を育成することが必要である。知的理

解を深めるための指導を行う際にも、人権についての知識を単に一方的に教え込んだり、

個々に学習させたりするだけでは十分でなく、児童生徒ができるだけ主体的に、他の児童

生徒とも協力し合うような方法で学習に取り組めるよう工夫することが求められる。人権

感覚を育成する基礎となる価値的・態度的側面や技能的側面の資質・能力に関しては、な

おさらのこと、言葉で説明して教えるというような指導方法で育てることは到底できない。

例えば、自分の人権を大切にし、他の人の人権も同じように大切にする、人権を弁護した

り、自分とちがう考えや行動様式に対しても寛容であったり、それを尊重するといった価

値・態度や、コミュニケーション技能、批判的な思考技能等のような技能は、ことばで教

えることができるものではなく、児童生徒が自らの経験を通してはじめて学習できるもの

である。つまり、児童生徒が自ら主体的に、しかも学級の他の児童生徒たちとともに学習

活動に参加し、協力的に活動し、体験することを通してはじめて身に付くといえる。民主

的な価値、尊敬及び寛容の精神等は、それらの価値自体を尊重し、その促進を図ろうとす

る学習環境の中で、またその学習過程を通じて、はじめて有効に学習されるのである。し

たがって、このような能力や資質を育成するためには、児童生徒が自分で「感じ、考え、

行動する」こと、つまり、自分自身の心と頭脳と体を使って、主体的、実践的に学習に取

り組むことが不可欠なのである。 

 このように見たとき、人権教育の指導方法の基本原理として、児童生徒の「協力」、「参

加」、「体験」を中核に置くことの意義が理解される。「協力」、「参加」、「体験」を中核とす

る学習形態には、それぞれ次のような特徴があると一般に考えられている。 

①「協力的な学習」：児童生徒が自分自身と学級集団の全員にとって有益となるような結果

を求めて、協力しつつ共同で進める学習である。こうした協力的な学習は、生産

的・建設的に活動する能力を促進させ、結果として学力の向上にも影響を与える。

さらに、配慮的、支持的で責任感に満ちた人間関係を助長し、精神面・心理面で

の成長を促し、社会的技能や自尊感情を培う。  

②「参加的な学習」：学習の課題の発見や学習の内容の選択等も含む領域に、児童生徒が主

体的に参加することを基本的要素とする。児童生徒は参加を通して、他者の意見

を傾聴し、他者の痛みや苦しみを共感し、他者を尊重し、自分自身の決断と行為
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「能動的な人権学習」に取り組むことよって、児童生徒たちは、自分自身を見つめ、互い

に飾ることなく語り合い、ともに人権を尊重する仲間としてのつながりを深め、新たな気付

きを得ることになるでしょう。この「事実を見つめ、互いを語り合い、互いにつながる」と

いう点は、同和教育が大切にしてきたことでもあります。「能動的な人権学習」の取組は、

同和教育の理念や成果に基づくものだ、とも言えます。 

 

今、社会は、経済的な格差が急速に深刻化し、貧困層が比較的若い層に集中し固定化して

いることが明らかになっています。また、「無縁社会」という言葉に象徴されるように、人

と人とのつながりが希薄化し、社会的に孤立する若者も増加しています。 

このような社会を生きぬく若者にとって必要とされる力とは、自分のくらしや社会環境を

しっかりと見つめる力、そこで直面する課題に向き合い解決する方法を自ら考える力、そし

て状況を変えるために具体的に行動できる力、ひいては「自分はどのように生きるのか」と

いう自らの生き方への問いかけにしっかりと向き合う力ではないでしょうか。今後、これら

の力を育むことは、ますます重要になってきます。このような力を、座学中心の一方的な知

識の伝達に終始するような学習形態だけで、効果的に身に付けさせることができるでしょう

か。ここに、学校において「能動的な人権学習」を構築することの重要性をみることができ

ます。 


